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なる人が大半を占める中，Harvard Medical Practice 
Study は米国では入院患者の 2.9～3.7%が医療行為に
伴う有害事象を経験していると指摘し，IOM（National 
Academies）が公刊した報告書（“To err is human : 
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sionのリーダーシップである．（表 2）



































































 9. 　医療における質 ･安全管理のモデル構築
10.　いのちと健康をまもる学際複合科学としての 
Public Health の構築
